
パ-トCこ報告書の内容

パ-トCセクション5の各指標の概説ではlガイドライン2002年版にあるような側面と指標の構

成に至った理由を,簡単に記述している.

GRIの考えにおいては.指標は定量的でも定性的でもありうるということに留意されたいo定量的,

つまり数値的尺度は多くのメリットをもたらすが1特定の事例についてのパフオ-マンス測定では,

不確かで不完全,あるいは暖昧なものとなることがある. GRIは,文章的表現を要求することとなる

定性的指標を,組織の経済.環鎗.社会的パフオ-マンスの全体像を示す上で補完的かつ不可欠なも

のと考えている,

きわめて複奈臣な経済.社会的システムを扱う場合には,定性的指標を用いるのが最も適切であろう,

そうした複雑なシステムでは.経済.環境.社会的状況に対して,報告組織がプラスあるいはマイナ

スに寄与していることを測るための定量的指標を特定することができないからであるo 定性的なアプ

ロ-チはまたlその組織の活動が多くの原囲のうちの-つであるような影響の測定においても適切な

ものである,定性的なパフオ-マンス指標について臥 -般的な記述による表明方法には反するが.

尺度に従って表すような対応を奨励するような記述となっているく付属文書5参照Io逆説的であるがl

このことが逆に報告組織間の比較を容易にするo
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